
１ 
 

２ 

会
話
の
終
わ
り
を
示
す
言
い
方
に
着
目
す
る
。 

  
 

３
⑴ 

Ａ
は
本
来
降
っ
て
く
る
は
ず
の
も
の
。
Ｂ
は
車
に
ま
つ
わ
る
部
品
の
中
で
、
時
雨
か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
。 

 

  
 

 

⑵ 

顕
雅
が
「
時
雨
」
と
「
車
」
を
入
れ
替
え
て
言
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
探
す
。 

  

２ 
 

２ 

レ
点…

…
…

一
字
だ
け
上
の
字
に
返
る
。 

一
、
二
点…

二
字
以
上
離
れ
た
上
の
字
に
返
る
。 

 

 

３ 

指
示
語
の
内
容
は
、
直
前
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。 

「
こ
れ
が
足
」
の
「
が
」
は
主
語
を
示
す
の
で
は
な
く
、
「
こ
れ
の
足
」
と
い
う
意
味
。 

 

４ 

「
（
蛇
の
足
が
）
い
ま
だ
」
に
続
く
言
葉
で
あ
る
。
「
ざ
る
」
は
打
ち
消
し
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
。 

  
 

５ 

会
話
に
入
る
直
前
の
言
い
方
と
、
会
話
の
終
わ
り
を
示
す
言
い
方
「
と
」
に
着
目
す
る
。 

 

 
 

 

３ 
 

 
 

１ 

前
半
の
第
一
句
、
第
二
句
で
は
蝶
の
こ
と
を
、
後
半
の
第
三
句
、
第
四
句
で
は
燕
の
こ
と
を
対
比
的
に
書
い
て
い
る
。 

  
 

２ 

「
有
旧
巣
燕
」
を
「
④
①
②
③
」
の
順
で
読
む
。 

「
燕
」
か
ら
「
有
」
へ
二
文
字
以
上
返
る
。 

  
 

３ 

「
花
が
開
く
」
は
、
漢
詩
Ａ
の
「
花
開
（
花
開
け
ば
）
」
に
対
応
す
る
。 

直
後
に
「
蝶
満
枝
（
蝶
枝
に
満
ち
）
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。 

 

５ 

空
欄
の
直
前
に
「
燕
の
よ
う
に
」
と
あ
る
の
で
、
燕
の
こ
と
を
書
い
た
第
三
句
、
第
四
句
に
着
目
す
る
。 

第
三
句
、
第
四
句
の
意
味
は
、
解
説
文
Ｂ
の
二
、
三
行
目
に
「
た
だ
燕
は
今
年
も
同
じ
巣
に
帰
っ
て
く
る
」
と
あ
る
。

こ
れ
を
、
人
に
例
え
る
と
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
か
を
考
え
る
。 
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